
『
明
治
文
学
全
集
』

山
田
美
妙

　
　
｝

「
武
蔵
野
」
こ
お
け
る
校
訂
の
問
題
に
つ
い
て

を
中
心
に

増
井
　
典
夫

　
　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

　
近
代
語
研
究
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
検
討
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
坪
内
適
遥
を
中
心
に
、
何
度
か
取
り
上
げ
て
き
た
。

　
「
明
治
文
学
全
集
」
は
、
近
代
の
文
学
作
品
を
扱
っ
た
い
く
つ
か
の
選
集
、
全
集
本
の
中
で
も
特
に
、
明
治
期
の
諸
文
学
作
品
を
概
観
す
る

の
に
便
利
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
明
治
期
の
資
料
を
こ
の
全
集
で
見
る
場
合
の
注
意
点
な
ど
を
中
心
に
、
も
う
一
度
検
討
を
行
い
、
ま
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。　

合
わ
せ
て
、
山
田
美
妙
の
作
品
の
、
近
代
語
研
究
に
お
け
る
資
料
的
意
味
な
ど
も
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
二
、
『
明
治
文
学
全
集
」
の
校
訂
方
針
に
つ
い
て
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「
明
治
文
学
全
集
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
に
よ
っ
て
、
校
訂
解
題
者
が
違
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
解
題
を
見
る
と
、
校
訂
に
対
し
て
の

姿
勢
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
第
1
0
巻
「
三
遊
亭
圓
朝
集
」
（
興
津
要
校
訂
・
昭
和
4
0
年
刊
）
の
解
題
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
れ

全
般
的
に
い
え
ば
、
假
名
遣
い
は
、
お
お
む
ね
原
本
の
ま
ま
生
か
し
た
。
た
と
え
ば
「
死
な
ふ
」
「
あ
る
ま
ひ
」
「
我
」
な
ど
、
誤
り
で
あ
っ

て
も
、
再
三
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
習
慣
的
誤
用
と
み
て
訂
正
し
な
か
っ
た
。
ま
た
「
恐
入
ま
す
」
「
仕
舞
ま
し
た
」
「
聞
て
」
な
ど
、

送
り
假
名
の
な
い
も
の
は
、
ル
ビ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
型
を
と
ど
め
た
。
（
姐
P
）

と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
、
か
な
り
原
本
の
資
料
的
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
興
津
要
氏
は
本
集
第
1

巻
及
び
2
巻
「
明
治
開
化
期
文
学
集
（
一
）
（
二
）
」
（
昭
4
1
、
4
2
年
刊
）
で
も
校
訂
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
同
様
に
資
料
的
価
値
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
と
考
え
た
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
興
津
氏
は
江
戸
期
戯
作
の
校
訂
な
ど
で
も
定
評
の
あ
る
人
で
あ
り
、
校
訂
の
態
度
に
は

か
な
り
信
頼
が
お
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
例
え
ば
第
1
7
巻
「
二
葉
亭
四
迷
・
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
集
」
（
中
村
光
夫
校
訂
・
昭
4
6
年
刊
）
で
は
、

明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
原
文
の
題
裁
を
残
し
、
作
者
の
筆
癖
及
び
當
時
の
慣
用
的
な
用
字
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
ど
　
　
　
く
す
ぶ

ま
ま
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
お
影
、
汚
土
、
薫
る
な
ど
も
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
（
9
ワ
臼
D
▲
4
）

假
名
遣
い
は
原
文
の

と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
村
氏
の
執
筆
で
は
な
く
、
編
集
部
の
執
筆
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
校
訂
の
際
に
、
校
訂
者
の

考
え
が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
よ
く
わ
か
り
か
ね
る
所
が
あ
る
。

　
な
お
、
「
明
ら
か
な
誤
植
」
云
々
と
い
う
点
に
は
、
注
意
を
要
す
る
所
で
あ
り
、
例
え
ば
、
第
1
6
巻
「
坪
内
遣
遥
集
」
（
稲
垣
達
郎
校
訂
・
昭
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44

N
刊
）
に
お
け
る
校
訂
の
場
合
、
「
漢
字
表
記
や
仮
名
遣
い
、
ル
ビ
に
至
る
ま
で
「
明
治
文
学
全
集
」
所
収
本
文
は
底
本
に
忠
実
」
で
あ
る

か
の
よ
う
に
校
訂
方
針
を
示
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
明
ら
か
な
誤
植
の
訂
正
」
の
名
の
下
に
、
本
文
の
改
窟
に
近
い
こ
と
ま
で
行
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

り
も
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。

　
第
5
巻
及
び
第
6
巻
の
「
明
治
政
治
小
説
集
」
（
昭
4
1
、
4
2
年
刊
）
に
も
、
編
者
の
執
筆
す
る
「
解
題
」
部
分
に
は
校
訂
方
針
と
い
う
も
の

は
記
さ
れ
ず
、
第
6
巻
の
解
題
の
末
尾
に
「
編
集
部
註
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

「
明
治
政
治
小
説
集
」
二
巻
に
お
い
て
は
、
編
者
柳
田
泉
氏
の
ほ
か
、
（
一
）
（
第
五
巻
）
に
つ
い
て
は
越
智
治
雄
・
大
曾
根
章
介
氏
、
（
二
）

（
第
六
巻
）
に
つ
い
て
は
越
智
治
雄
・
浅
井
清
・
畑
有
三
氏
の
御
校
訂
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の
再
現
を
旨
と
し
ま
し

た
が
、
テ
キ
ス
ト
を
改
め
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
左
に
略
記
し
ま
す
。
（
7
0
D
’
5
）

と
あ
り
、
例
え
ば
末
廣
鐵
膓
・
小
宮
山
天
香
の
作
品
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
雪
中
梅
」
句
讃
鮎
を
打
ち
、
テ
キ
ス
ト
の
総
ル
ビ
を
一
部
省
略
し
ま
し
た
。

「
花
間
鴬
」
句
讃
鮎
を
打
ち
ま
し
た
。
ル
ビ
そ
の
他
は
テ
キ
ス
ト
通
り
で
す
。

「
南
洋
の
大
波
瀾
」
「
聯
島
大
王
」
句
讃
鮎
を
打
ち
、
テ
キ
ス
ト
の
穂
ル
ビ
を
一
部
省
略
し
ま
し
た
。

（
7
0
D
F
5
）

　
こ
れ
で
は
や
は
り
、
編
者
の
校
訂
に
対
す
る
姿
勢
の
本
当
の
と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
た
だ
、
「
坪
内
適
遥
集
」
の
校
訂
の
場
合
の
よ
う
に
、
か
な
り
詳
し
い
校
訂
方
針
を
示
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
か
な
り
資
料
的
価
値
を
損
な
っ

て
い
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
し
、
逆
に
校
訂
方
針
を
編
者
が
示
さ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
か
な
り
厳
密
な
校
訂
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
な
い
と
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は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
結
局
、
本
文
が
ど
の
程
度
信
頼
で
き
る
か
は
自
分
で
初
版
本
等
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
な
お
、
興
津
要
氏
校
訂
の
前
記
「
三
遊
亭
圓
朝
集
」
で
も
、
ル
ビ
は
総
ル
ビ
を
パ
ラ
ル
ビ
に
、
句
読
点
は
打
ち
直
し
し
て
あ
り
、
こ
の
二
点

に
つ
い
て
は
、
校
訂
者
一
人
一
人
の
判
断
で
は
な
く
、
全
集
全
体
の
編
集
方
針
に
よ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ル
ビ
と
句
読
点
の
二
点
に
つ
い
て

は
、
ど
の
校
訂
者
の
巻
に
お
い
て
も
検
討
か
ら
外
し
た
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
以
外
で
も
、
例
え
ば
用
字
等
に
つ
い
て
も
、
全
集
全
体
の
編
集
方
針
が
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
か
な
り
慎
重
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

三
、
言
文
一
致
運
動
と
山
田
美
妙

　
さ
て
、
本
稿
で
は
、
山
田
美
妙
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。

　
山
田
美
妙
と
い
え
ば
、
国
語
学
の
研
究
上
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
「
日
本
大
辞
書
」
（
明
治
2
4
年
）
の
著
者
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
美
妙
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
言
文
一
致
運
動
の
中
で
二
葉
亭
四
迷
と
並
ん
で
評
価
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　
言
文
一
致
運
動
に
つ
い
て
普
通
語
ら
れ
る
場
合
、
ま
ず
二
葉
亭
四
迷
が
「
浮
雲
」
（
明
治
2
0
～
2
2
年
）
以
下
の
作
品
で
文
末
に
「
だ
」
を
用

い
た
「
だ
」
調
の
試
み
、
次
に
美
妙
が
「
醐
蝶
」
（
明
治
2
2
年
）
以
下
の
作
品
で
文
末
に
「
で
す
」
を
用
い
た
「
で
す
」
調
の
試
み
と
い
う
も

の
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
挙
げ
る
場
合
に
は
嵯
峨
の
屋
御
室
が
「
流
韓
」
（
明
治
2
2
年
）
以
下
の
作
品
で
文
末
に
「
で
あ
り
ま
す
」
を
用
い
た

「
で
あ
り
ま
す
」
調
の
試
み
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
山
田
美
妙
「
武
蔵
野
」
は
、
上
記
の
よ
う
に
ま
と
め
て
語
ら
れ
る
言
文
一
致
の
流
れ
の
中
で
の
、
美
妙
の
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「
で
す
」
調
の
試
み
の
前
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
。

四
、
山
田
美
妙
「
武
蔵
野
」
に
つ
い
て

「
武
蔵
野
」
は
明
治
2
0
年
に
「
讃
責
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、
翌
明
治
2
1
年
に
短
編
集
「
夏
木
立
」
に
収
録
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
を
含
む
美
妙
の
諸
作
品
に
つ
い
て
、
例
え
ば
和
久
井
生
一
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

美
妙
は
、
「
で
す
」
調
を
使
っ
た
。
明
治
二
〇
年
の
「
武
蔵
野
」
、
明
治
二
一
年
の
「
夏
木
立
」
、
明
治
二
二
年
の
「
醐
蝶
」

で
書
か
れ
、
当
時
の
多
く
の
人
達
に
影
響
を
与
え
た
。
（
「
現
代
日
本
語
要
説
』
4
3
頁
、
1
9
8
9
年
刊
、
朝
倉
書
店
） は
、
「
で
す
」

　
ま
ず
、
明
ら
か
な
記
述
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
。
「
夏
木
立
」
は
作
品
「
武
蔵
野
」
を
含
む
短
編
集
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ

の
作
品
集
の
中
に
は
「
夏
木
立
」
と
い
う
作
品
は
な
く
、
ま
た
、
山
田
美
妙
の
年
譜
を
み
て
も
他
に
「
夏
木
立
』
と
い
う
作
品
は
見
当
た
ら
な

い
。
　
次
に
「
で
す
」
調
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
「
で
す
」
調
は
「
醐
蝶
」
（
明
治
2
2
年
）
に
お
い
て
は
使
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
、
「
武

蔵
野
」
を
初
め
と
す
る
「
夏
木
立
」
に
収
め
ら
れ
た
諸
編
で
は
、
美
妙
が
用
い
て
い
る
文
体
は
「
だ
」
調
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
明

ら
か
に
「
醐
蝶
」
の
「
で
す
」
調
文
体
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
。
二
葉
亭
四
迷
の
．
浮
雲
」
な
ど
と
は
文
体
は
違
う
感
じ
が
す
る
が
、
そ
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
、
「
浮
雲
」
は
、
実
際
に
は
文
末
を
「
だ
」
で
結
ん
で
い
る
例
が
少
な
い
の
に
対
し
て
、
「
武
蔵
野
」
を
初
め
と
す
る
美
妙
の

作
品
の
方
が
、
文
末
を
「
だ
」
で
結
ん
で
い
る
例
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
一
方
、
「
明
治
文
学
全
集
」
（
第
2
3
巻
「
山
田
美
妙
・
石
橋
忍
月
・
高
瀬
文
淵
集
」
・
昭
4
6
年
刊
）
に
お
け
る
「
醐
蝶
」
の
解
題
に
は
、
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美
妙
は
こ
の
作
品
に
は
、
「
武
藏
野
」
に
用
い
た
「
で
あ
る
」
題
か
ら
代
わ
っ
て
「
で
す
」
髄
を
用
い
た
。
（
姐
P
）

と
あ
る
。

　
「
瑚
蝶
」
か
ら
「
で
す
」
体
を
用
い
た
と
い
う
「
で
す
」
体
に
つ
い
て
の
記
述
は
そ
れ
で
良
い
と
し
て
、
「
で
あ
る
」
体
に
つ
い
て
は
や
は

り
、
簡
単
に
は
や
り
過
ご
せ
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　
で
は
次
に
、
少
し
だ
け
．
武
蔵
野
」
か
ら
の
文
を
挙
げ
て
み
る
。
頁
・
行
は
「
夏
木
立
」
初
版
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
検

討
に
お
い
て
は
、
「
日
本
近
代
文
学
館
」
刊
行
の
初
版
本
の
複
製
本
を
使
用
し
て
い
る
。
（
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い

　
．
大
層
急
足
で
西
の
方
か
ら
歩
行
て
来
る
の
は
わ
つ
か
二
人
の
武
者
で
、
い
つ
れ
も
旅
行
の
体
だ
。
（
9
7
頁
7
～
8
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う
ぎ
く

　
．
手
甲
ハ
見
馴
れ
ぬ
手
甲
だ
が
、
実
は
濃
菊
が
剥
が
れ
て
居
る
の
だ
。
（
9
8
頁
6
～
7
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
な
ま
ぐ
さ

　
．
若
い
の
ハ
年
を
取
ッ
た
の
よ
り
ま
だ
軍
に
も
馴
れ
な
い
の
で
血
腱
気
が
薄
い
や
う
だ
。
（
皿
頁
1
2
行
～
朋
頁
2
行
）

　
先
に
も
述
べ
た
が
、
文
末
の
調
子
と
し
て
は
こ
の
「
武
蔵
野
」
こ
そ
「
だ
」
体
の
作
品
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
感
じ
る
。
一
方
、
「
で

あ
る
」
と
い
う
文
末
は
、
作
品
を
通
し
て
見
当
た
ら
な
い
（
「
で
あ
っ
た
」
と
い
う
形
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
）
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る

の
に
「
で
あ
る
」
体
と
い
う
の
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

　
「
で
あ
る
」
体
と
い
う
も
の
は
、
文
末
が
基
本
的
に
「
で
あ
る
」
の
形
で
結
ば
れ
る
も
の
が
、
そ
う
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
ま
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た
、
尾
崎
紅
葉
の
「
多
情
多
恨
」
（
明
治
2
9
）
と
い
う
作
品
に
お
い
て
、
初
め
て
ま
と
ま
っ
た
形
を
見
た
も
の
で
、
こ
の
尾
崎
の
作
品
か
ら
夏

目
漱
石
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
（
明
治
3
8
～
3
9
）
に
至
る
、
現
代
口
語
体
の
成
立
・
完
成
の
流
れ
の
中
の
も
の
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
山
田
美
妙
の
作
品
「
武
蔵
野
」
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
こ
の
作
品
は
、
言
文
一
致
の
先
駆
的
作
品
の
一
つ
で
あ
る
が
、
美
妙
に
つ

い
て
通
常
言
わ
れ
る
「
で
す
」
体
の
作
品
で
は
な
く
、
「
だ
」
体
の
作
品
で
あ
り
、
そ
の
上
で
位
置
付
け
を
考
え
る
べ
き
作
口
叩
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

五
、
初
版
本
と
『
明
治
文
学
全
集
」
本
文
と
の
校
異

　
二
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
明
治
文
学
全
集
」
に
お
け
る
校
訂
は
、
巻
に
よ
っ
て
微
妙
に
性
格
が
違
う
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
山
田

美
妙
集
」
の
場
合
に
は
、
「
明
治
文
学
全
集
」
2
3
巻
の
解
題
を
見
る
と
、
校
訂
の
方
針
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
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本
書
の
底
本
は
「
夏
木
立
」
に
撮
っ
た
が
、
線
ル
ビ
を
一
部
省
略
し
た
。
（
珊
P
）

結
局
・
ど
の
程
度
底
本
に
忠
実
で
あ
る
か
は
、
実
際
に
検
討
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
い
う
．
・
と
に
な
る
。
な
お
、
．
ル
ビ
及
び
読
み
」

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
も
扱
う
の
に
は
問
題
が
あ
る
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
「
武
蔵
野
」
に
つ
い
て
実
際
に
検
討
し
て
み
た
結
果
だ
が
、
以
下
に
こ
の
作
品
の
、
「
初
版
本
」
本
文
と
「
明
治
文
学
全
集
」

本
文
と
の
主
な
校
異
を
示
す
。
（
表
）



表⑱⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①

暴纏1鍵1璽鷲1酬麸曇蓑1攣騨繍 初
版
本

ぞ1て　a　て　と［

122　120　118　116　116　113　111　109　108　108　104　102　100　100　99　99　98　　97

’　’　’　’　”　　書　’　”　　・　・　・　・　…　　　　頁10　　1　　1　　12　　3　　4　　5　　9　　5　　3　　5　　8　　6　　6　　4　　3　　10　12

頁

行

長曇1蓼1騨1量誉1ξ1狼1柿1‖§轟1章1腰1壁1罐1

X　て　？1て　芝1

明
治
文
学
全
集

8　　8　　8　　7　　7　　7　　6　　6　　6　　6　　5　　4　　4　　4　　4　　4　　4　　4

’　’　’　’　’　”　　°　°　”　　・　・　・　…　　　　頁下上上下下上下上上上上下下下上上上上24　25　　4　　21　13　11　18　27　13　12　26　24　　1　　1　　18　17　12　　5

頁

行

　
こ
こ
で
は
同
一
字
の
校
異
は
、
二
度
目
の
使
用
の
場
合
以

降
は
、
表
か
ら
省
略
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
表
に
挙
げ
た
1
8
箇
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　
ま
ず
、
こ
の
中
で
1
2
箇
所
は
漢
字
の
字
体
の
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
の
6
箇
所
、
初
版
本
で
の
③
「
簡
」
、
④
「
腰
」
、

⑤
「
回
」
、
⑨
「
梯
」
、
⑮
「
毎
」
、
⑯
「
兼
」
、
の
部
分
は
い

わ
ゆ
る
新
字
体
と
旧
字
体
（
ま
た
は
正
字
体
）
の
字
体
の
違

い
の
問
題
で
あ
る
。
④
、
⑤
、
⑮
、
⑯
の
四
箇
所
は
初
版
本

で
い
わ
ゆ
る
新
字
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
「
明
治
文
学

全
集
」
で
は
旧
字
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
③
「
簡
」
、
⑨
「
梯
」
の
二
箇
所
は
逆
に
初
版
本

で
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
「
明
治
文
学

全
集
」
で
は
新
字
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

⑪
の
場
合
、
初
版
本
の
「
亘
」
は
俗
字
体
で
あ
り
、
「
明

治
文
学
全
集
」
の
「
亙
」
の
方
が
正
字
体
で
あ
る
。

②
の
場
合
は
初
版
本
で
「
概
」
と
旧
字
体
を
使
っ
て
い
る

が
、
「
明
治
文
学
全
集
」
で
は
「
概
」
と
い
う
異
体
字
に
な
っ

て
い
る
。

①
、
⑥
、
⑩
、
⑫
の
4
箇
所
は
「
明
治
文
学
全
集
」
で
は
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そ
れ
ぞ
れ
①
「
盟
」
、
⑥
「
根
」
、
⑩
「
狼
」
、
⑫
．
實
」
、
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
初
版
本
で
は
①
．
盟
」
、
⑥
「
粗
」
、
⑩
「
狼
」
、
⑫
．
實
」

と
い
う
異
体
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
字
体
に
関
し
て
は
、
全
集
と
い
う
文
献
上
の
性
格
も
あ
り
、
初
版
本
の
字
体
そ
の
ま
ま
と
い
う
よ
う
な
訳
に
は
い
か

な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
⑦
と
⑧
の
二
箇
所
は
「
か
ぎ
か
っ
こ
」
の
問
題
で
あ
る
。

　
⑦
の
箇
所
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ

　
　
「
嬉
し
い
そ
や
。
早
う
高
氏
づ
ら
の
首
を
斬
り
か
け
て
世
を
元
弘
の
昔
に
復
し
た
や
」
。

　
　
「
そ
れ
は
言
ハ
ん
で
も
の
事
。
如
何
バ
か
り
ぞ
其
時
の
嬉
し
さ
ハ
」
。

　
　
「
是
で
わ
か
ッ
た
こ
の
二
人
は
新
田
方
だ
と
。
（
皿
頁
）

会
話
文
の
後
、
地
の
文
に
切
り
替
わ
る
所
で
、
思
わ
ず
、
不
要
な
「
か
ぎ
か
っ
こ
」
を
残
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

⑧
の
箇
所
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
ふ

「
あ
の
傍
ぢ
ゃ
、
己
が
、
誰
や
ら
ん
逞
し
き
、
敵
の
大
将
の
手
に
衝
入
ッ
て
騎
馬
を
三
人
打
取
ッ
た
の
ハ
。
そ
の
大
将
め
、
は
る
か
封
方

に
栗
毛
の
逸
物
に
駒
ッ
て
描
へ
て
あ
ッ
た
が
、
己
の
働
を
心
に
く
・
思
ひ
つ
ら
う
、
「
あ
の
武
士
、
打
取
㌦
と
金
切
聲
立
て
・
を
ッ
た
」
。

（
姐
頁
）

こ
ち
ら
は
、
必
要
な
「
二
重
か
ぎ
」
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
⑦
と
⑧
の
2
箇
所
は
、
誤
り
を
正
し
た
の
も
当
然
で
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あ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
は
思
う
。

⑭
「
た
出
す
」
と
「
幽
す
」
、
⑰
「
殺
い
た
」
と
「
殺
い
だ
」
、
⑬
「
漱
い
て
」
と
「
漱
い
で
」
の
3
箇
所
は
、
初
版
本
で
濁
点
が
落
ち
て
い
る

も
の
を
、
「
明
治
文
学
全
集
」
で
補
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
も
「
明
ら
か
な
誤
植
」
を
正
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

　
一
方
、
⑱
の
、
「
口
を
漱
い
て
」
だ
が
、
「
口
を
漱
い
て
」
と
「
そ
そ
」
と
ル
ビ
が
あ
る
の
を
、
「
明
治
文
学
全
集
」
で
「
す
す
い
で
」
と
直

し
た
の
に
は
微
妙
な
問
題
が
残
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
「
そ
そ
ぐ
」
と
い
う
語
を
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
で
見
る
と
、
語
義
と
し
て
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
水
を
か
け
て
よ
ご
れ
を
洗
い
落
と
す
。
洗
い
清
め
る
。
ま
た
、
け
が
れ
た
心
や
世
の
中
な
ど
を
清
め
る
。

②
身
に
こ
う
む
っ
た
汚
名
や
受
け
た
恥
を
手
柄
や
仕
返
し
に
よ
っ
て
消
し
、
名
誉
を
回
復
す
る
。
す
す
ぐ
。

す
す
ぐ
。

こ
れ
に
、
「
補
注
」
と
し
て
「
す
す
ぐ
（
濯
）
か
ら
派
生
し
た
も
の
か
。
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
①
の
方
で
あ
る
。
用
例
と
し
て
次
の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

．
三
国
伝
記
一
四
・
三
「
泊
瀬
河
玉
の
御
垣
清
き
流
に
心
を
洗
（
ソ
ソ
ク
）
大
法
師
」

．
邪
宗
門
〈
北
原
白
秋
〉
天
草
御
歌
「
わ
れ
ら
ま
た
祖
先
（
み
お
や
）
ら
が
血
に
よ
り
て
洗
礼

（
ソ
ソ
）
が
れ
し
仮
名
文
の
御
経
に
ぞ
」

「
三
国
伝
記
」
は
十
五
世
紀
前
半
の
説
話
集
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
中
世
の
頃
か
ら
「
す
す
ぐ
」
と
同
様
の
意
で
「
そ
そ
ぐ
」
が
使
わ
れ
て
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い
た
可
能
性
は
残
る
。

　
最
も
、
例
え
ば
「
日
本
大
辞
書
」
を
見
て
も
「
そ
そ
ぐ
」
の
項
に
「
口
を
漱
ぐ
」
と
い
う
説
明
な
ど
な
い
か
ら
、
こ
の
⑱
の
箇
所
の
「
口
を

そ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す

漱
ぐ
」
は
や
は
り
「
口
を
漱
ぐ
」
の
誤
植
の
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
初
版
本
に
「
そ
そ
」
と
ル
ビ
が
あ
る
の
を

あ
え
て
「
す
す
」
に
直
し
て
ル
ビ
を
付
け
た
の
に
は
、
資
料
的
価
値
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
ひ
っ
か
か
る
点
で
は
あ
る
。
作
品
全
体
で
総
ル

ビ
を
パ
ラ
ル
ビ
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
ル
ビ
は
付
け
な
か
っ
た
方
が
良
か
っ
た
よ
う
に
も
思
う
が
。

　
さ
て
、
残
っ
た
⑬
の
箇
所
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

お
こ
と
　
　
　
　
ひ
と
わ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
の
つ
ぼ
ね
　
　
　
　
　
　
　
か
．
・
み

和
女
と
て
＝
旦
ハ
武
藝
を
も
習
ふ
た
の
に
、
近
く
ハ
伊
賀
局
な
ん
ど
を
亀
鑑
と
な
さ
れ
よ
。

（
囎
頁
）

初
版
本
で
「
習
ふ
た
の
に
」
と
「
に
」
と
あ
る
所
を
、
「
明
治
文
学
全
集
」
で
は
「
習
ふ
た
の
よ
」
と
「
よ
」
に
変
え
て
い
る
。
解
釈
上
、
わ

か
り
に
く
い
点
も
残
る
が
、
本
文
の
資
料
的
価
値
と
い
う
見
地
か
ら
す
る
と
、
こ
の
箇
所
を
意
図
し
て
改
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
一
点
だ
け

は
大
き
な
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
「
に
」
の
字
体
（
「
ホ
」
の
草
体
仮
名
）
を
「
よ
」
と
見
間
違
え
た
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス

の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
校
訂
に
完
壁
を
期
す
こ
と
の
難
し
さ
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。　

以
上
見
て
き
た
点
の
う
ち
、
⑬
と
⑱
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
引
っ
掛
か
る
点
が
残
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
拙
稿
で
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
第
1
6
巻
「
坪
内
遣
遥
集
」
の
場
合
の
校
訂
等
と
比
べ
て
み
て
も
、
こ
の
「
武
蔵
野
」
と
い
う
作
品
の
分
量
が
多
く
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
て
も
、
校
訂
の
問
題
点
は
少
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
少
な
い
と
は
言
え
、
校
訂
の
問
題
点
は
や
は
り
あ
る
の

だ
か
ら
、
資
料
と
し
て
扱
う
場
合
は
、
や
は
り
、
初
版
本
の
参
照
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
。
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六
、
お
わ
り
に

　
近
代
語
研
究
で
資
料
を
見
る
場
合
、
全
集
本
、
選
集
本
な
ど
で
作
品
を
見
る
の
で
は
な
く
、
初
版
本
を
見
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り

し
た
。
し
か
し
、
言
語
研
究
で
は
あ
る
程
度
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
デ
ー
タ
を
処
理
し
な
け
れ
ば
結
果
を
出
せ
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
の
ま
と
ま
っ

た
量
の
デ
ー
タ
を
集
め
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
た
そ
の
た
め
に
作
品
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
、
一
作
品
ご
と
に
図
書
館

な
ど
で
初
版
本
に
当
た
り
、
丹
念
に
作
品
を
読
む
と
い
う
こ
と
で
は
処
理
で
き
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
例
え
ば

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
「
明
治
文
学
全
集
」
を
研
究
の
補
助
資
料
と
し
て
扱
う
場
合
、
ど
の
程
度
の
注
意
深
さ
で
資
料
を
見
る
か
、
研
究
者
の
態

度
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
出
て
く
る
か
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）

（
2
）

　
　
注「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
ー
坪
内
遣
遥
二
読
三
歎
当
世
書
生
気
質
」
の
場
合
1
」
（
「
淑
徳
国
文
」
3
4
、
1
9
9
3
・

2
）
、「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
を
め
ぐ
っ
て
1
坪
内
適
遥
「
一
読
三
歎
当
世
書
生
気
質
」
を
見
な
が
ら
ー
」
（
「
愛
知
淑
徳
大

学
国
語
国
文
」
2
1
、
1
9
9
8
・
3
）
、

「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
に
つ
い
て
ー
坪
内
適
遥
「
小
説
神
髄
」
の
場
合
を
中
心
に
ー
」
（
「
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
」
2
2
、
1
9
9
9
・

3
）
、「
「
；
凱
三
歎
当
世
書
生
気
質
」
に
現
れ
る
語
に
つ
い
て
ー
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
の
用
例
の
問
題
な
ど
も
見
な
が
ら
ー
」
（
佐
藤
武
義
編
「
語

彙
・
語
法
の
新
研
究
」
所
収
、
明
治
書
院
、
1
9
9
9
・
1
1
）
等
。

注
1
の
論
文
で
の
記
述
等
参
照
。
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